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1. 編修の趣旨及び留意点 

本書は、高等学校学習指導要領「国語総合」に準拠して編修した教科書である。教育基本法第 2条にある

目標と国語総合の目標の両方の目標の達成を可能にするため、言語を通して伝え合う力を高め、表現力と

理解力を育成しつつ国語力を高められるよう、題材の選定と学習内容の構成・展開に留意した。 

2. 編修の基本方針 

教育基本法第 2条に示す教育目標を達成するため、以下の点を編修の基本方針とした。 

①指導しやすい２分冊形態と単元構成 

   多様な教育現場の学力レベルと指導形態に対応できるよう「現代文・表現編」「古典編」の２分冊

とし、さらに「現代文・表現編」は「現代文編」「表現編」、「古典編」は「古文編」「漢文編」の２

部構成とした。「現代文編」「古文編」「漢文編」はジャンル別単元とした。 

 ②教材の配置と学習の指針 

   各教材は、内容のまとまり・指導の時間数を考慮したうえで適切な分量の優れたものを精選した。

また、学習上・指導上の効果を考慮して、より易しいものから難しいものへと配列した。各教材の

末尾には、「読解」「表現」「発展」の問題から成る「学習の手引き」を設け、学習の指針となるよ

うにした。 

 ③教材の理解と言語の学習 

   学習者の理解力養成のため、各教材の本文下段には内容理解を促す小問を付したほか、末尾の「学

習の手引き」には内容理解を深め、主題に迫るための「読解」問題を必ず設けた。また、〔伝統的

な言語文化と国語の特質に関する事項〕の学習に資するため、「現代文編」では知っておきたい重

要語句や慣用句を各教材の本文下段にまとめたほか、「新出漢字の整理」として、教育漢字を除い

た初出の常用漢字とその用例を掲げた。「古文編」では重要古語を、「漢文編」では基本句形を、各

教材の本文下段にまとめた。 

3. 対照表 

 

 

 

 図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 

●現代文編 

「評論」5単元 

 （10教材） 

①幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養え

るよう、「評論」5 単元を設け、多彩な内容を持つ 10 教

材を配した（第 1号）。 

②生命を考える教材「サイボーグとクローン人間」を配し

た（第 4号）。 

③環境を考える教材「経済の論理／環境の倫理」を配した

（第 4号）。 

④個人と社会の関係を考える教材「遅れてきた『私』」を

配した（第 3号）。 

⑤思想の形成や社会の形成を考える教材「思想の出自」を

配した（第 3号）。 

①「現代文・表現編」 

・44～57頁 

・79～93頁 

・138～153頁 

・171～185頁 

・214～232頁 

②「現代文・表現編」 

・44～49頁 

③「現代文・表現編」 

・88～93頁 

④「現代文・表現編」 

・138～145頁 

⑤「現代文・表現編」 

 



・171～177頁 

 

●現代文編 

「評論解析」2単元 

 （8教材） 

①幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養え

るよう、「評論解析」2単元を設け、多彩な内容を持つ 8

教材を配した（第 1号）。 

②デザインと人間の営みの関係について考える教材「マヨ

ネーズの穴から」を配した（第 2号）。 

③グローバル化を考える教材「グローバル化と『文脈』」

を配した（第 5号）。 

④文化を考える教材「アラビア語を学ぶ」を配した（第 5

号）。 

①「現代文・表現編」 

・58～65頁 

・154～161頁 

②「現代文・表現編」 

・58～59頁 

③「現代文・表現編」 

・154～155頁 

④「現代文・表現編」 

・160～161頁 

 

 

●現代文編 

「随想」2単元 

 （4教材） 

①自主および自律の精神を養い、人生や職業について考え

を深められるよう、「随想」2単元を設け、多彩な内容を

持つ 4教材を配した（第 2号）。 

②平和を考える教材「アリューシャン、老兵の夢と闇」を

配した（第 5号）。 

①「現代文・表現編」 

・6～19頁 

・117～137頁 

②「現代文・表現編」 

・117～129頁 

 

 
●現代文編 

「小説」3単元 

 （6教材） 

①正義と責任、自己と他者との関係について考えを深めら

れるよう、「小説」3単元を設け、多彩な内容を持つ 6教

材を配した（第 3号）。 

①「現代文・表現編」 

・20～43頁 

・94～116頁 

・186～213頁 

 

 

●現代文編 

「詩」「短歌と俳句」

単元 

①幅広い知識と教養を身に付け、豊かな情操と道徳心を培

えるよう、「詩」「短歌と俳句」単元を設け、多彩な表現

に触れられる教材を多数配した（第 1号）。 

②平和を考える教材「崖」を配した（第 5号）。 

①「現代文・表現編」 

・66～78頁 

・162～170頁 

②「現代文・表現編」 

・68～69頁 

 

 

●表現編 

 （10項目） 

①創造性を培い、自主および自律の精神を養えるよう、表

現編に、実用的な表現能力を高めるための 9項目を設け

た（第 2号）。 

①「現代文・表現編」 

・234～266頁 

 

 

●古文編 

 古文編導入文 

①伝統と文化を尊重する態度を養い、伝統的な言語文化へ

の興味・関心を広げられるよう、古文編導入文として「古

典と文化・古文と古語」を設けた（第 5号）。 

①「古典編」 

・8～9頁 

 

 

●古文編 

 5単元（28教材） 

①伝統と文化を尊重する態度を養い、伝統的な言語文化へ

の理解を深められるよう、古文編に 5単元を設け、古文

の多彩な表現に触れられる 28教材を配した（第 5号）。 

①「古典編」 

・10～106頁 

 

 

●古文編 

「文法の基礎」1～3 

「文法の要点」1～4 

①伝統と文化を尊重する態度を養い、文語の決まりや言葉

の成り立ち、表現の特色などへの理解を深められるよ

う、古文編に「文法の基礎」1～3および「文法の要点」

1～4を設けた（第 5号）。 

①「古典編」 

・13～15頁 

・20～21頁 

・26頁 

・107～114頁 

 

 

●古文編 

 犬養孝「言霊」 

①伝統と文化を尊重する態度を養い、伝統的な言語文化へ

の興味・関心を広げられるよう、古文を現代からの視点

で読み解く教材「言霊」を配した（第 5号）。 

①「古典編」 

・86～91頁 

 



 

●漢文編 

 漢文編導入文 

①伝統と文化を尊重する態度を養い、伝統的な言語文化へ

の興味・関心を広げられるよう、漢文編導入文として「漢

文を学習するということ」を設けた（第 5号）。 

①「古典編」 

・116頁 

 

 

●漢文編 

 4単元（30教材） 

①伝統と文化を尊重する態度を養い、伝統的な言語文化へ

の理解を深められるよう、漢文編に 4単元を設け、漢文

の多彩な表現に触れられる 30教材を配した（第 5号）。 

①「古典編」 

・117～178頁 

 

 
●漢文編 

「漢文の基礎」 

「漢文の要点」1・2 

①伝統と文化を尊重する態度を養い、訓読の決まりや言葉

の成り立ち、表現の特色などへの理解を深められるよ

う、漢文編に「漢文の基礎」および「漢文の要点」1・2

を設けた（第 5号）。 

①「古典編」 

・117～125頁 

・180～183頁 

 

 

●漢文編 

 松浦友久「友情」 

①伝統と文化を尊重する態度を養い、伝統的な言語文化へ

の興味・関心を広げられるよう、漢文を現代からの視点

で読み解く教材「友情」を配した（第 5号）。 

①「古典編」 

・166～171頁 

 

 
4. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

一般的な教養を高めるとともに、専門的な知見に触れられるよう、「現代文・表現編」に「小説コラム 1」

「小説コラム 2」、「古典編」に「コラム（1～9）」を設けた。 

（「現代文・表現編」33頁、205頁 

「古典編」27頁、46～47頁、51頁、58頁、74～75頁、100～101頁、137頁、151頁、179頁） 
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